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■ 概 要        (新)PIC-NICでも使用可能です。(2011/10) 

★ＰＩＣＮＩＣ Ver.2 (別売りｵﾌﾟｼｮﾝ)に接続し、ＬＡＮ環境を通じて遠隔で４個のＡＣコンセントを 

ON/OFF（１個当り４Ａmax(抵抗負荷)、合計電力800Ｗ）する事のできるＡＣﾃｰﾌﾞﾙﾀｯﾌﾟ・ｷｯﾄです。 

★ＯＮ／ＯＦＦは、ＰＩＣＮＩＣを制御するパソコンからリモートＩ／Ｏモードで接続しますから、 

 ブラウザのみで専用のソフトは必要ありません。 

PICNICの制御は公開されていますので、ご自分でVBや VC等でﾊﾟｿｺﾝ側のｿﾌﾄを作成する事も可能です。 

★出力は２回路のリレーにより行われます。１回路は、一般家庭用商用交流電源のコンセントに接続 

し入力されたＡＣ100Ｖを、ON/OFF制御に合わせAC100Ｖを出力します。２回路目は単に無電圧接点 

（ＯＮでメイク）を出力しますから、目的に合わせ、アイデア次第で自由にお使い頂けます。 

★出力は、PICNICのポートＲＢ４－ＲＢ７に対応します。 

又、ＡＣ出力は整流して直流に変換、ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗを通してPICNICへﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸされており（PICNICのﾎﾟｰﾄ 

RB0-RB3に対応）、ﾊﾟｿｺﾝで実際に出力されたか、ﾋｭｰｽﾞが切れているかの確認をする事が出来ます。、 

★ＬＡＮ接続でＡＣコンセントのＯＮ／ＯＦＦを遠隔操作しますので、離れた場所のＡＣ機器や照明 

のＯＮ／ＯＦＦや、寝たきりの身障者の方の電化製品等ののON/OFF ﾏﾝﾏｼﾝ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽとして最適です。 

また、無電圧接点を利用して遠隔地の機器のリセット等々にも利用できます。 

★基板ＡＣ100Ｖ系とＰＩＣＮＩＣとは、フォトカプラ及びフォトＭＯＳ素子で完全に、絶縁（アイソ 

 レーション）されています。 

★基板寸法 ９０mm x １３５mm  

★基板は、タカチ製プラケースSS-160 (推奨は自己消火性SS-N160G) に入れることができます。 
■ パーツリスト 

  名     称 基板上記号  型     番 数   備        考 

フォト・MOS ＰＣ １～４ □TLP-227G1/1 4 リレーON/OFF用 

フォト・カプラ ＰＣ ５～８ □TLP-521-4 1 フィードバック感知用 

スパーク・キラー ZNR 1～4 □S1201 4 リレー接点火花吸収用 

ＡＣアウトレット CN 2～5 □AC-W04PB08 4 基板用ＡＣコンセント 

ダイオード D 1～4 □IS1588等 4 入力ﾌｲｰﾄﾞﾊﾞｯｸ整流用 

R 1～4 □1ＫΩ 1/4W 4 出力用         茶・黒・赤・金 抵 抗 

R 5～8 □10KΩ 1/4W 4 入力プルダウン用  茶・黒・橙・金 

 R 9～12 □15KΩ 1/4W 4 入力ﾌｲｰﾄﾞﾊﾞｯｸ用   茶・緑・橙・金 

電解コンデンサ C 1～4 □100μF /50V 4 入力ﾌｲｰﾄﾞﾊﾞｯｸ整流平滑用 

ヒューズ・ボックス F 1～5 □F-60A 5 ミゼット・ヒューズボックス 

ヒューズ F 1 □2A 1 リレー回路保護用ヒューズ 

 F 2-5 □4A 4 出力制限用ヒューズ 

26ﾋﾟﾝ・ﾀﾞﾌﾞﾙﾍｯﾀﾞｰ CN 1 □13P X 2 1 PICNIC接続用 

ICソケット PC1-4,PC5-8 □16P DIP 2 ﾌｫﾄMOS、ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ用ソケット 

ＡＣコード   1 電源入力用小判コード 

リレー RLY1～RLY4 □G2R-2A 4 OMRON 100VAC  2a接点5A250V 

専用基板  PICNIC AC TABLE TAP 1 専用両面ｽﾙﾎｰﾙ・ｶﾞﾗｽ･ｴﾎﾟｷｼ基板 

★製作前に上記部品・数料をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますようお願い 
 致します。 また、ロットにより部品の形状・色等が変わる可能性が有りますが、ご了承下さい。 
★改良の為、予告無く部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込まれて おりますので、それら 
 を必ずお読みになってから本文をお読みくださいます様お願いいたします。 
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■ 回路と動作について 
 回 路 図 

 出力回路は、PICNICより出力信号（正論理、「H」でON）ONが出力されると、フォトMOS内部の LEDが 
点灯しMOS素子がONします。 リレーのコイルは通常直流（DC）を使用しますが、ON/OFF時高電圧が 
発生し PICNIC等に影響する厄介なサージ電圧が発生する為、あえて交流（AC）コイルを使用しました。 
このフォトMOSがONしますと、入力されている AC１００Ｖの電圧がコイルに掛かり、リレーはＯＮします。 
リレーは、４チャンネル分４個有り、各リレーは２回路の接点を持っています。リレーがＯＮする事でその２回路 
の接点が閉じます。１つは入力された AC１００Ｖの電圧がアウトレット（基板上のコンセント）に出力されます。 
もう１つの接点は、単に接点として機能（無電圧接点）し基板上のＣＮ６－９端子に出ています。 
 ﾘﾚｰがＯＮし、ＡＣが出力されますとｱｳﾄﾚｯﾄの出力側からその電圧を貰い抵抗を通し電圧を下げ、ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 
で整流、コンデンザで平滑してﾌｫﾄｶﾌﾟﾗの入力に入ります。ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗのＬＥＤが点灯し内部ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀがＯＮして 
ＰＩＣＮＩＣの入力ﾎﾟｰﾄが「Ｈ」になりＡＣが出力された事を認識する事ができるのです。例えば、ＡＣの出力が 
検出できない場合、パソコン側ではリレーＯＮ信号を出力しているのに、対応する入力に検出信号が無い事 
は、ＡＣ入力が無いか、ヒューズが切れているか、他の何かのトラブルを知る事ができるのです。 
ＰＩＣＮＩＣのポートの対応は、チャンネル１/出力ＲＢ４/入力ＲＢ０、チャンネル２/出力ＲＢ５/入力ＲＢ１、 
チャンネル３/出力ＲＢ６/入力ＲＢ２、 チャンネル４/出力ＲＢ７/入力ＲＢ３ と、なっています。  
  ｱﾅﾛｸﾞ入力はおまけになりますが、そのまま基板上に端子Ａ０－３として用意致しました。ｱﾅﾛｸﾞを使用しない 
 場合は、できるだけこのＡ０－Ａ３の各端子とグランドはｼｮｰﾄしておいてください。 
■ 組み立て 
  向きの有る部品等部品実体図 
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１． 組み立てにあたって、前のページに有りますパーツリストと部品を確認します。パーツリストに有る［基板 
   上記号］の記号と基板上に印刷されているシルクの同じ記号に（部品名より形状に従う）部品をハンダ付 
   けしていきます。基本的には背の低い部品から取り付けていきますが、前頁図の向きの有る部品は特に 
   注意してハンダ付けしてください。このキットに使用しています基板は両面ｶﾞﾗｽ･ｽﾙﾎｰﾙという基板で、ﾊﾝ 
   ﾀﾞ後に部品を取り外す場合、専用工具等でなければ取り外せない場合があるからです。良く確認してから 
   ハンダ付け作業を行ってください。 
２． まず、抵抗 Ｒ１からＲ１２まで抵抗値とｶﾗｰｺｰﾄﾞを確認しながら指定された記号の場所へﾊﾝﾀﾞします。 
   次にダイオードＤ１－４、ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗとﾌｫﾄMOS用のソケットをハンダします。何れも「向き」が有りますので 
   注意して下さい。ﾀﾞｲｵｰﾄﾞは帯のﾏｰｸの有る方が矢印の方向です。ソケットにはどちらかに切り込みのマー 
   クがありますので、基板上のシルク印刷に合わせて取り付けます。  
３． 次に、ﾀﾞﾌﾞﾙﾍｯﾀﾞｰ、電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ、ﾋｭｰｽﾞ･ﾎﾞｯｸｽ、ｽﾊﾟｰｸ･ｷﾗｰ、AC ｱｳﾄﾚｯﾄ、リレーの順で取り付けて行き 
   ます。 
４． 上記部品の取り付けが終わりましたら、もう一度間違いが無いか目視確認してください。 
   間違いが無い様でしたらﾌｫﾄMOSとﾌｫﾄｶﾌﾟﾗを向きに気をつけてソケットに差し込みます。 
   ﾌｫﾄMOSは、１素子づつ分かれた物が付属しています。４個をくっ付けた状態でソケットに差し込んでくだ 
   さい。ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗは４素子が１個になったものが付いていますので向きを間違えない様に差し込みます。 
   次にヒューズを指定した所に、指定された電流値のものをセットしてください。 
   最後に、ACコードをＣＮ１０にハンダします。ここは、１００Ｖの電圧がかかっていますので特に端子間が 
   ショートしていないか等十分注意して確認してください。 
   このキットは、商用AC100Vを使用しますので、完成後はｹｰｽ等に入れて使用する事をお勧めいたします。 
  ＜組み立ては完了です＞ 
■ 動作確認と使い方 
  PICNICとﾊﾟｿｺﾝの設定、接続方法等々の説明は PICNICのﾏﾆｭｱﾙを参照してください。 
  ﾊﾟｿｺﾝのﾌﾞﾗｳｻﾞ（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ、ﾈｯﾄｽｹｰﾌﾟ 等）を立ち上げます。 ＰＩＣＮＩＣとＡＣﾃｰﾌﾞﾙﾀｯﾌﾟとを２６ 
  ピンのヘッダー付きﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ等（ｵﾌﾟｼｮﾝ）で接続し、お互いに電源を入れます。PICNICのﾃﾞﾌｫﾙﾄの IP 
  ｱﾄﾞﾚｽ [http://１９２．１６８．０．２００] を「ｱﾄﾞﾚｽ」窓へｷｰﾎﾞｰﾄﾞから打ち込み、「ENTER」を押します。

PICNICの html ｻｰﾊﾞｰより左の画面が送られて来て表示
されます。（この画面が出ない場合は、PICNIC のﾏﾆｭｱﾙ
又はﾊﾟｿｺﾝの「ﾈｯﾄﾜｰｸｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ」設定を確認して下さい。） 
この画面の「I/O Ports」枠が AC ﾃｰﾌﾞﾙﾀｯﾌﾟのｺﾝﾄﾛｰﾙ画面にな
ります。リレーの ON/OFF は、ＲＢ４－ＲＢ７で行います。 ＲＢ０
がＣＨ１、ＲＢ１がＣＨ２、ＲＢ２がＣＨ3、ＲＢ７がＣＨ４に対応します。
リレーのＯＮ／ＯＦＦはそのＣＨにあたる「Ｈ」(High)か「Ｌ」(Low)
のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして行います。例えばＣＨ１をＯＮする場合はＲＢ０

の「Ｈ」をｸﾘｯｸします。すると、ＡＣﾃｰﾌﾞﾙﾀｯﾌﾟＣＨ１のリレー即ちＣ

Ｎ２のｱｳﾄﾚｯﾄ･ｺﾝｾﾝﾄが「ｶﾁﾝ」と音を立ててＯＮしてＡＣ100Ｖが
出力されます。ＯＦＦする場合は、「Ｌ」をｸﾘｯｸすると、リレーはＯＦ

Ｆします。 
ON/OFF の結果は、前述の様にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸされ、ＣＨ１の結果は、
ＲＢ０の窓にＯＮであれば「High」、ＯＦＦの場合は「Low」と表示
されますので、どのＣＨがＯＮしているか確認する事ができます。 
 接続するＰＩＣＮＩＣは、ＬＡＮだけではなくｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ接続した場合

は、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通じて世界中からこのＡＣﾃｰﾌﾞﾙﾀｯﾌﾟをＯＮ／ＯＦ

Ｆさせる事も可能です。使い方はアイデア次第で無限に有ると思

われます。但し、商用ＡＣ１００Ｖ電源を使用していますので取り

扱いは、十二分に注意して下さい。  
 
 

 ﾊﾟｿｺﾝのﾌﾞﾗｳｻﾞ画面 

CH１の出力確認 

ＯＮの時「High」になる。

CH １ の ﾘ ﾚ ｰ を

ON/OFF するﾎﾞﾀﾝ。

ONは「H」(High)を押
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■ 完成した様子と主な部品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      組み立てに関する情報等は、ﾄﾗｲｽﾃｰﾄ･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.tristate.ne.jp  をご覧下さい。 
■ 最 後 に 
  ２０００年１１月に発売開始致しました PICNICですが、好評を得てﾊﾞｰｼﾞｮﾝ２となり現在に至りました。 
 発売当初より、ハードウエアのアプリケーションのご要望が多く、２００１年１２月ＰＩＣＮＩＣトランシーバーを発売 
に至りました。しかし、ＰＩＣＮＩＣもしかりで一般家庭に縁遠いアプリケーションとなっておりました。このＡＣﾃｰﾌﾞ 
ﾙﾀｯﾌﾟ･ｷｯﾄは、そのご要望に答えるべく、一般家庭を含めあらゆる場面で直ぐに使用可能なﾊｰﾄﾞｳｴｱ・ｱﾌﾟﾘｹｰ 
ｼｮﾝと言えます。 当社のテーマでも在る福祉関連のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝにもあたり、福音となればと思う次第です。 
 使用例もホームページ等で紹介していきたいと思いますので、実用で面白い使用方法を是非ご紹介下さい。 
 今後共、末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

注  意 
・このキットは、両面ガラス・スルホール基板を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、 

専用工具でなければ部品を取り外すことが出来ない場合が有ります。回路図、パーツリスト等を十分 

に確認してからハンダ付けしてください。 

・このキットは、交流100Ｖ商用電源に接続して使用します。 感電には十分注意してください。  

・各コンセントに接続する機器は、定格の電力ワット数以下でご使用ください。 合計の電力も定格 

の電力ワット数以下でご使用くださいます様ご注意下さい。又、ヒーター等火災の危険性のある機器 

や、人体に危険を及ぼすような機器の接続や使用は絶対行わないで下さい。 

・ヒューズは、指定した電流値を必ずお守り頂いて交換して下さい。 

・＜免責事項＞当キツトのハードや関連するソフトを使用することで、生じた損害・損失は直接・間接 

 を含め、いかなるものでも当社は保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 

            ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 
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このキットに関する情報は下記ＵＲＬにて。

      －不許転載－ 

〒０５３－０８５２ 

苫小牧市北光町４－１１－１９篠永ビル１Ｆ 

有限会社 トライステート 
 E-mail : info@tristate.ne.jp 

ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

ﾌｫﾄ・MOS 
ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗと向きが逆 

な事に注意。 

PICNIC接続用 
26 ﾋﾟﾝ・ﾍｯﾀﾞｰ･ｵｽ 

ﾘﾚｰ系ﾋｭｰｽﾞ２A

CH１出力ﾋｭｰｽﾞ４Ａ
CH１ＡＣｱｳﾄﾚｯﾄ

CH１ｽﾊﾟｰｸ･ｷﾗｰ 
ﾛｯﾄによって形状・色が違う物

も有ります。 

無負荷の場合ｱｳﾄﾚｯﾄに電圧が

出ますので注意 

CH１リレー 

ＡＣ100Ｖ入力
ＡＣｺｰﾄﾞ取り

付け位置。 


